
“The Sunne Rising門と“ TheCanonization" 

における Squaringthe Circle 

(円積法〉の意味

阪本芳幸

John Donne の Songsand Sonnets中の“ TheSunne Risin g "と

“The Canonization" の詩は， 愛の永遠化という同じ主題を違った発想、

によって描いている.さらにこの二つの詩は，その展開において，同じパ

ターンを持っている それは二つの世界， つまり恋人たちの世界と他の

人々の世界，の対立からその一致へと至るものである.そして，その一致

が愛の永遠化の完成ということになる.

“The Sunne Rising"は aubadeの発想をとりながらも，恋人たちの

朝の別れを描くという伝統には従わず，逆に恋人たちの愛の世界の永遠性、

を唄っている.そして“ TheCanonization "は列聖の“ processus を

借りて 同じく恋人たちの愛の永遠性を唄っている. この二つの詩のあ

る行で，詩人は二つの図形と，それらの図形の一致を連想させている.そ

れらは円形と四角形であり，両者の一致とは squaringthe circle (円積

法〉を意味している.この論考では，これらの図形と詩の意味との関係を

調べてゆく.

1 

本論に入る前に，門形，四角形，円積法の図が Donneの時代に，ど

のような意味を持っと考えられていたかについて触れておく.

円形は，象徴的に，完全性，永遠性，対立の一致を表わすと考えられて
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いた.これらの象徴的な意味を持つ円形は，図像の分野において応用され，

黄道十二宮を巡る太陽の図が完全性を，自分の尾に噛みついている蛇の図

が永遠性を表わすという例があった.又，中国においては，陰陽の一致が

S字によって分割された円形によって表わされていた.

さらに，神学において，円形は神の象徴と君倣されていた Donne 自

身も円形を“ oneof the most convenient Hieroglyphicks of God" 3 

と認めていた.このような円形と神との結びつきは，宗教画における後光

に影響を与えており，例えば，翠母マリア，天使，聖人の頭上に描かれた

後光は円形であった

この円形の後光に対して，対照的に用いられたのが四角形の後光であり，

施主 (donor) や教皇の頭上に描かれていた. この両者の違いは，前者が

天上において神に仕える者たちであるのに対し，後者は地上において神に

仕える者たちである.このことから分るように，四角形は地上的なものを

代表している.そして，四角形は数字の四の象徴と一致している.このよ

うな四角形の意味は，多くの quaternariesに見ることができる.最も一

般的なものとして，四大元素，地，水，火，空気があり，他に人聞の体液，

季節，地理上の四方角等がある.これらは，調和のとれた混合によって，

“the kind of harmony that 児島ctsthe Deity" 5 を達成するものと考

えられていた.

このようなことから，円形と四角形との違いは，前者が天上的旦つ霊的

なものを表わし，そして神の象徴であるのに対して，後者は地上的且つ物

質的なものを表わし，変化の世界に関係があると言える.

ここで問題となるのが，二つの図形の一致した円積法の図の意味である.

この図の意味を，円形と四角形のそれぞれの意味から推測してみると，そ

れは，天上的なものと地上的なものとの，霊的なものと物質的なものとの，

そして人間に関して言えば，霊と肉との調和ということになる.

では実際に，円積法の図がどのような意味を持っていたかを，二つの事
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例によって，見てみたい.一つは“ theVitruvian五gure" と呼ばれる，

重なり合った円形と四角形に内接するように措かれた人聞の図である.こ

の図は，ルネッサンスの建築家たちにとって，一種の建築の原理とも言う

べきものであった.それは“ asymbol of the mathematical sympathy 

between microcosm and macrocosm " 8 であり，ここから幾何学にのっ

とることが建築の重要な要素であるという考えが起ってきた.結局p “the

Vitruvian五gure" とは，ルネッサンスの小宇宙と大宇宙との照合という

概念の建築学的な解釈を表わしている.

もう一つの事例は円積法の図と錬金術との関係である.錬金術師たちは，

卑金属から貴金属を，最終的には黄金を造り出すことを目的とする一方，

同時に人間の完成あるいは人間の改善を求めていた.人間の完成とは，人

間性と神性の統ーを意味L，人間の高貴化であった このように， 物質

的・精神的両面において，完全なるものを追い求めた錬金術師たちにとっ

ては，円積法の図は“ asymbol of the opus alchymicum" であり，存

在物の“ ahigher unity " 8 への変質を表わすものであった.そしてもう

一方では，人間の完成といういわば哲学的追求の達成をも意味した.

さらに，円積法自体が彼らの関心事の一つであって，それは，その意味

通りに，円形が表わすものと四角形が表わすものとの統ーを意味した.そ

してこの統ーとは，単なる二つの対立するものの“ juxtaposition" では

なく，二つの対立物の“ theequation and cancelling out . . . in a high-

er synthesis " 9 であった. つまり，錬金術師たちにとって，円積法とは

人間性と神性の統ーという人間の完成そのものでもあった.

このような意味を持つ円積法の図が，二つの詩の問題の箇所とどんな関

係があるのかを以下に調べて見たい.

2 

さて“ TheSunne Rising" と“ TheCanonization "からそれぞれ問
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題の箇所を次に引用する.

She'is all States， and all Princes， 1， 

Nothing else is. 

Princes doe but play us; compar'd to this 

All honor's mimique; All wealth alchimie， 

Thou sunne art halfe as happy'as wee， 

In that the world's contracted thus; 

Thine age askes ease， and since thy duties bee 

To warme the world， that's done in warming us. 

Shine here to us， and thou art every where; 

This bed thy center is， these walls， thy spheare. 

C下線筆者] (21-30)10 

We can dye by it; if not live by love， 

And is unfit for tombes or hearse 

Our legend bee， it will be五tfor verse; 

And if no peece of Chronicle we prove， 

We'll build in sonnets pretty roomes; 

As well a well wrought urne becomes 

The主旦笠t翌hE，EPh生主主etombes 

And by these hymnes， all shall approve 

Us Canoniz'd for Love. 

[下線筆者] (28-36) 

前者では，下線部分後半の“ thesewalls" によって連想される四角形

と“ thyspheare "によって連想される円形とがあり，そこでは二つの図

形の一致が描かれている.後者では， “a well wrought urne による
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円形と“ halfe-acretombes"による四角形とがあり， 同じように，下線

部分では，二つの図形の一致が“ Aswell . . . as"によって暗示されてい

る.この二つの部分で，恋人たちの世界が四角形を連想させたり円形を連

想さぜたりしているが，この点には後ほど言及することにする.とにかく，

この問題の箇所では，両詩ともに，単に二つの図形の一致を連想させるば

かりか，詩の context においても， 詩の初めから対立していたこつの世

界の一致あるいは調和を意味している.

ここではまずそのような二つの世界の一致が起る原因とそれに至る過程

について考えてみたい.その原因とは，結局恋人としての詩人の詑弁であ

る.詩人はそれを読者に奇襲を与えるための手段のーっとしている.以下，

詩人の詑弁をそれぞれの詩について調べてゆく.

“The Sunne Rising" から始めてみたい.この詩では，詩人は愛の世

界の永遠化の手段として，恋愛経験のいわば心理分析という手法を用いて

いると言える. それは， “Love， all alike， no seasons knowes， nor 

clyme， j Nor hours， dayes， months， which are rags of time." (9-10) 

と“ She'isall States， and all Princes， I，jNothing else is." (21-22) 

とL、う主張によく表わされている.この二つの主張は，愛の心理的経験が

時間と空間を超越したものであることを示Lている.

愛は恋人たちに他の経験に勝る存在感の充実を与える.彼らは互いに愛

し合っている限り，その愛以外の一切のものを必要としない状態になる.

彼らにとっては，他の情緒も，活動も，社会性も，時間すらも意味のない

ものとなってしまう.恋人たちは互いがすべてであり，他の一切は無iこ等

しい.その愛の経験と比べれば， “All honor's mimique; All wealth al圃

chimie"ということでしかない.

互いにすべてと化す恋人たちの世界は， Donneの時代の「照合の原理」

の概念によって， まさしく愛の小宇宙と化す. これは“ the'lndia's of 

spice and Myne" (17)の doublemeaning によって起る. 地理学上，
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西インド・東インドはそれぞれ，ヨーロッパを中心として，人間の住む極

西と極東であり Jその三つの地域が人間の住む全世界で、あった.そして恋

人にとって，愛の経験上，愛する女性はすべての存在である.この二つの

前提によって，恋人の世界は愛の小宇宙となる.こうして，対立するこつ

の世界一一一恋人たちの世界と太陽によって代表される時に縛られた恋人た

ち以外の他の人々の世界一一ーの照応は，女性と地理学上の全世界との聞の

conceitによって起る.

Lかし，この空間的な照応だけに詩人は満足しない.その愛の小宇宙に

は， 固有の“ loversseasons" (4)が必要とされる 11 これは太陽にそ

の時を刻ませることで可能となる.そのために，詩人はその愛の小宇宙の

極小性を盾にとって，太陽をその小宇宙に招き入れる.詩の初めで，太陽

を“ Busieold foole， unrulyア Sunne" (1) とからかい，責めた詩人の

態度は一変する.ここに，その小宇宙が時聞を超越しながらも，時間に縛

られたものとなるという paradoxが生じる.

詩人は，すべてである愛の小宇宙がその原型である地理そのものよりも，

太陽にとっては震れた都合のいいものであると詑弁を展開する.

Thou sunne art halfe as happy'as wee， 

In that the world's contracted thus; 

Thine age askes ease， and since thy duties bee 

To warme the world， that's done in warming us. 

(25-28) 

この詩人の言い分は，天動説という旧宇宙観に基づいていることに注意

しなければならない.恋人たちがすべてである互いを有している(愛して

いる〉のに対して，太陽は一日の半分しか全世界を有していない(照らし

ていない〉という理由に拠って，太陽は恋人たちに比べて“ halfeas hap-

py'as wee" となる.さらに“Busieold foolイ' である太陽にとって，
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極小である愛の小宇宙を巡ることが“ ease なことであり， しかもそれ

によって，太陽は“ artevery where "となると説得をする.この詩人の

説得は， “To warme the world" と恋人たちを照らすこととの間の等

式関係に基づいているのであり，この等式は，先の二つの世界の照応によ

って，導き出されている.

以上の過程を経て，詩人は，最終行“ Thisbed thy center is， these 

walls， thy spheare "で，愛の小宇宙の完成を高らかに唄う.その完成と

は，単なる空間的な二つの世界の照応から “lovers seasons を刻む太

陽の恋人たちの部屋への入室一一二つの世界の調和一ーによって為し遂げ

られる.それは，恋人たちの永遠の存在を意味する.そして，その調和と

は，詩人にとって永遠と感じられる世界とそうでない世界との間でのこと

であり，逆説的なものである.

3 

次に“ TheCanonization "の考察をしてゆきたい.この詩は， “The 

Sunne Rising" を愛の経験の心理学的分析と呼ぶとするなら，さしずめ

愛の経験の生理学的分析と言える.詩人は，性愛における“ dye"の分析

を行い，その語の意味を神秘的。宗教的な意味とすり替えることによって，

性愛が実は聖愛であることを詑弁によって証す.

“The Sunne Rising" の第一連と同様に，詩人はこの詩の第一，二連

で，性愛に耽ける恋人たちの世界とその二人を責める他の人々の世界とを

対立さそている.特に第二連では，恋人の様々な苦しみが他の人々の世界

の禍いと何ら関係がないことを証し恋人たちの世界が孤立したものであ

ることを暗示している.そして詩人は，その愛の1世界が3 つまり二人の関

係が， 自己充足的でゐることを“ dye" の複雑な解釈で証してゆく.

“dye"は生物学的な「死」を意味していると同時に， 性愛という con司

textにおいて， 性的エグスタシーを意味している‘ 詩人は， この二重の
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意味を駆使して，性愛を正当化してゆく.この過程は，性愛の Donne一

流の生理学的分析及び解釈である.以下，この過程を追ってゆく.

“dye"は二度使用されている.初めは，“ Wedye and rise the same " 

(26)，そして次に， “We can dye by it， if not live by love" (28)と

いう風にである.

前者は第三連中であり，そこでは恋人たちの存在が自己充足的なもので

あることが証されている.詩人は， “flye" (20)，“ Tapers" (21)，“ the 

'Eagle and the Dove" (22) というイメージを連続的に用い， その三つ

のイメージを第23行自の“ ThePhoenix" に収数することによって， 性

愛に耽ける恋人たちと不死鳥(の復活〉との間の conceitを完成する.こ

れによって，死(性的エグスタシー〕に至り，そして再び死の床(寝床〉

から起き上るという，性愛に耽ける恋人たちの“ Myst巴rious"(27)な行

為が証される.

性愛において，恋人たちが不死鳥的な存在であることを証した後，詩人

は二度目の“ dye"の使用によって，これまで相容れず対立してきた二つ

の世界の調和を計る.

第28行自は，恋人たちが性的エクスタシーに達するという意味と同時に，

殉教するという宗教的な意味を表わしている.この「死jは恋人たちの行

為を，彼らの「死」後の“ legend"としてしまう.この“ legend"i土，

富や名誉を求める他の人々の世界のものである“ tombesor hearse" に

相応しいものではなく，又，その世界の“ peeceof Chronicle" の証し

となるものでもない.それは“ verse となり，“ sonnets"の一節にでも

警かれて伝えられてゆくものである.ここでは詩人は，恋人たちの世界と

他の人々の世界との対立を，それぞれ“ verse"と“ tombesor hearse，" 

“in sonnets pretty roomes と“ peeceof Chronicle" の対立と対応

さぜている.

ところが， もう一つの対立項， “a well wrought urne と“ halfe-
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acre tombes" において，詩人は他の人々の虚栄心をくすぐりながら，

“The greatest ashes "がそのどちらにも似つかわしいとして，対立する

こつの世界の間に一致点を見いだしている. “The greatest ashes" と

は聖人たちの遺骨でもあり，不死鳥である恋人たちの遺骨でもある.この

ようにして得られた両世界の一致は，恋人たちを非難していた他の人々を

して，恋人たちが“ Canoniz'd for Love" であると認めさせることにな

る12

この詩では， 17世紀恋愛詩において，愛と死が密接に結び、つけられてい

たということを背景として，詩人は性愛における“ dye"という語の意味

の分析を通して愛の永遠化を行っている. “The Sunne Rising" 同様

に，この詩でも，対立するこつの世界一一恋人たちの世界と他の人々の世

界一ーは，詩人の誰弁によって，一致させられている.文，その一致が，

愛の世界の永遠化の完成を示している.

4 

以上見てきたように， “The Sunne Rising"と“ TheCanonization " 

は Donne一流の恋愛経験の分析であると言える.愛に時間は関係なく，

愛する二人は互いにすべての存在であり，二人の存在は不死鳥のように

“two being one" (24)で，そして“ oneneutrall thing" (雌雄同体〉

(25)である.又，恋人たちは，性的エグスタシーによって，愛の殉教者

となる.このような分析は，二つの世界の対立から得られる 13 言い換え

れば，詩人が，その愛の経験を正当化するために，詑弁によって相手を説

得してゆく過程から，その分析は生じてくる.そしてその説得が，結果と

して，対立する世界をその一致へと導くのである.しかもこの一致は，対

立するそれぞれの世界が何らかの変化を受けて統合されたものである。

この対立する世界の一致が描かれている箇所に，円積法の図が暗示され

ていることは無視できないだろう。その図の意味は，既に述べたように，
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(1)小宇宙と大宇宙の照合， (2)存在物の不完全な状態から“ ahigher 

unity"である状態への変化， (3)対立物の“ ahigher synthesis"で

の統ーを表わすものである.この三つの意味は，詩そのものと問題の箇所

の内容とに密接に関係していると言える.

くり返すことになるが，問題の箇所は両詩とも，それまで対立していた

こつの世界一一恋人たちの世界と他の人々(“ TheSunne Rising"では擬

人化された太陽によって代表される〉の世界一ーの一致が描かれている.

この一致に不可欠なものは，両世界の照合である.“ TheSunne Rising " 

では，女性と全ての領土，恋人と全ての王侯の照合，そして究極的には，

愛の小宇宙と呼ぶことのできる恋人たちの世界と大宇宙の照合がある.

同じように， “The Canonization "では，恋人の世界における性的エ

クスタシーと，他の人々の世界の不死鳥の存在，そして殉教との照合があ

る.

これらの照合は，詩人にとって，愛の経験の分析そのものに他ならない.

言い換えれば，愛の経験の評価・認識であり，愛の世界の不完全な状態か

ら“ ahigher unity" への変質である. しかし，これは単に恋人倶~だけ

の問題ではなくて，同様に他の人々にとっても，その照合は，恋人たちの

愛の経験の価値と意味を教えてくれるものである.つまり，値の人々は，

恋人たちの愛の価値と意味に関して，何の知識も持ちあわせていない.そ

のために，彼らは恋人たちを邪魔し，非難する.この時，他の人々の世界

も，愛の認識という点において，不完全であると言える.その照合を受け

容れることによって，彼らの世界も“ ahigher unity" の状態となるこ

とカミできる.

つまり，恋人たちの世界と他の人々の世界との統一は，両者における愛

の認識を経て，為し遂げられる統合であると言うことができる.その統合

においては，二つの相容れない世界が，それぞれの立場から，無意味であ

り無秩序とも言える愛に，その意味と秩序を回復してゆく過程が見られる.
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それは， “The Sunne Rising" では，恋人たちの関係が全ての領土と

全ての主侯であり， 世界の縮小された(“ contracted") ものということ

であり， “The Canonization"では，性愛に耽ける恋人たちが不死鳥的

な存在であり，性的エクスタシーは愛への殉教の意味を持つということで

ある.

このように二つの世界の統一(統合〉の問題を考えてくると，詩人は，

円積法の問題に取り組む錬金術師のように， 対立する世界を単に並置

〈“ juxtaposition")するのではなく，それらを更に高い段階において統

合しその対立を解決している.したがって，二つの詩における円積法の図

の連想は，その箇所と詩の内容とに相応しいものであると言える.

ここで，二つの詩における図形の食い違いについて，触れておきたい.

“The Sunne Rising"では，恋人たちの世界は四角形で，“ TheCanon-

ization "では円形で表わされている. この違いは， 図形のそれぞれの意

味から，一方は愛の世界が地上的なものであることを，他方は天上的であ

ることを示すという矛盾した結果を招く.残念ながら， この矛盾を意味付

けることは不可能である.唯この矛盾に Donneが Songsand Sonnets 

で示している錯綜した心理，恋愛に対する彼の示す態度の複雑さを見るこ

とはできる.又その違いは，単に二つの詩が持つ situationの違いに拠る

と言うこともできる.つまり， “The Sunne Rising"では，寝室にいる

恋人が太陽をやりこめるという意味において， ~皮は，文字通り， squaring 

the circ1eをやり遂げているのであり， “The Canonization "では，恋

人が，性愛を性愛としか，つまり地上的な愛としか見ない他の人々に，そ

れが実は聖愛であるとやりこめるとL、う意味において，彼は circ1ingthe 

squareをやり遂げているということである.

ところが， この situationの違いは，両詩の conceitと結論の違いを生

み出している. “The Sunne Rising "では，結局小宇宙と大宇宙の con幽

ceitが使われているのに対して， “The Canonization "では，性愛と神
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秘的なもの，宗教的なものとの conceit が使われている.又，この con-

ceitの問題に関係することであるが，前者は，伝統的な詩のスタイルであ

る aubade のパロディであるのに対して， 後者は， カソリッグの列聖の

trocessusのノミロディであるという点も見落せない. ζの conceitの違い

は，少なくとも我々に与える奇襲の強さにおいて，後者の方が勝っている.

さらに両詩の結論に関しては，前者は対立する世界の一致をその結論とし

ているのに対して後者の結論は，さらに性愛に耽ける恋人たちの昇華され

た姿が，他の人々の invocationとして描かれている.

両詩におけるこれらの違いは， 詩人の invention の違いの結果と言え

ばそれまでであるが，これらのこつの詩を並べて，詩の震劣を決するなら

ば， “The Canonization "は， “The Sunne Rising "以上に，詩人の

愛の世界の永遠化に対する切実な感情を巧みに表現していると言える.少

し切実すぎて自棄な感じがしないでもないが，その切実さが，愛の世界の

永遠化，正当化に対する詩人の執着，ひいては創作エネルギーの大小の差

によって生じているとするならば，問題の図形の食い違いの意味を知る一

つの手懸りとなると考えられる.

最後に結論として，詩人の恋愛経験の分析の詩である “The Sunne 

Rising" と“ TheCanonIzation"では，問題の箇所に暗示された円積法

の図は，その分析の完成を表わしていると言える.その完成とは，その図

が示しているように，対立する世界のより高い段階での一致であり，同時

に，恋人たちの愛の世界の永遠化である.さらに，その一致は，詩人の誰

弁による逆説的なものであり，円積法の図は，そのことをも暗示している.
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